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原
発
再
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働
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現
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い
い
の
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中
学
校
歴
史
教
科
書
に
起
き
て
い
る
こ
と

�

山
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お
わ
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
中
学

校
の
歴
史
の
教
科
書
の
本
文
に
登
場
し
た
。
ル

ビ
付
き
だ
が
太
字
、
つ
ま
り
、
重
要
語
句
で
す

よ
、
覚
え
ま
し
ょ
う
！　

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き

で
。
こ
の
教
科
書
の
執
筆
者
は
竹
田
恒
泰
氏
、

明
治
天
皇
の
玄や
し
ゃ
ご孫
だ
そ
う
だ
。

今
夏
は
中
学
校
の
教
科
書
採
択
が
全
国
で
行

わ
れ
る
。
社
会
科
の
歴
史
で
は
９
社
が
検
定
を

通
り
、
選
定
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
中
の
１
冊

が
、
竹
田
氏
の
「
国
史
」（
令
和
書
籍
）
で
あ
る
。

竹
田
氏
は
２
０
１
８
年
か
ら
検
定
申
請
を
し
、

６
年
か
け
て
、
今
回
初
め
て
合
格
。
Ａ
５
版
、

縦
２
段
組
み
、
カ
ラ
ー
は
巻
末
の
資
料
編
の
み
、

と
い
う
体
裁
も
特
異
だ
が
、
内
容
に
仰
天
す
る
。

竹
田
氏
は
、
執
筆
の
動
機
を
日
本
の
建
国
の

経
緯
や
天
皇
・
日
本
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て

学
ば
せ
た
い
と
い
う
思
い
だ
と
言
う
。
だ
か
ら

冒
頭
に
記
し
た
「
神
々
」
が
重
要
な
「
人
物
」

と
し
て
登
場
し
、
男
系
天
皇
制
が
強
調
さ
れ
る
。

「
大
東
亜
戦
争
」
は
「
快
進
撃
」、「
沖
縄
を
守
る

た
め
」
だ
っ
た
特
攻
隊
の
死
は
「
散さ
ん
げ華
」。
戦
艦
、

戦
闘
機
の
大
き
な
挿
絵
・
写
真
を
掲
載
。

こ
う
し
た
「
わ
が
国
の
す
ば
ら
し
さ
」
の
記

述
満
載
の
一
方
、
周
辺
の
国
々
、
と
り
わ
け
朝

鮮
半
島
、
中
国
に
関
す
る
記
述
に
は
、「
貶お
と
しめ

る
」
表
現
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
本

軍
「
慰
安
婦
」
を
「
報
酬
を
も
ら
っ
て
働
い
て

い
た
職
業
売
春
婦
」（
第
４
版
）
と
書
く
。
検
定

意
見
が
つ
き
、
修
正
し
て
い
る
が
。

ま
た
、
日
琉
同
祖
論
を
軸
に
沖
縄
が
「
日
本
」

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
記
述
も
問
題

だ
。
沖
縄
の
人
々
は
「
日
本
人
・
大
和
民
族
」

で
あ
る
、「
琉
球
国
」
は
あ
る
け
れ
ど
「
琉
球
王

国
」
は
な
い
と
声
高
に
語
る
動
画
を
竹
田
氏
は

Ｘ
に
投
稿
し
、
執
筆
の
本
意
を
説
明
す
る
。
こ

の
分
野
の
研
究
蓄
積
や
沖
縄
の
人
々
の
思
い
は

無
視
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
欠
如
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
女
性
の
個
人
肖
像
写
真
は
皆
無
だ
。

さ
す
が
に
公
立
の
採
択
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

検
定
合
格
は
、
歴
史
修
正
主
義
者
や
右
派
運
動

に
「
国
家
公
認
の
歴
史
」
と
し
て
力
を
与
え
か

ね
な
い
。「
問
題
あ
る
教
科
書
を
教
育
現
場
か
ら

退
場
さ
せ
る
の
は
、
専
門
知
と
市
民
の
良
識
に

よ
っ
て
で
あ
る
べ
き
で
、
検
閲
に
よ
る
べ
き
で

は
な
い
」（
能
川
元
一
）
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

ど
う
し
て
合
格
？　

と
い
う
思
い
を
禁
じ
え
な

い
。�

（
山
川
菊
栄
記
念
会
）
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